
  

令和3年度事業報告書 

 
特定非営利活動法人にじいろクレヨン 

１ 事業の成果 
この法人は、1、「東日本大震災の被災児童支援の継続」2、「子どもを見守るコミュニティ作り」3、「子ど

もの健全育成に関する講座、ワークショップ・ネットワーク作りの企画・実施・運営およびそれらへの参加・

協力」の 3つを柱として豊かな地域の新しいカタチ（誰もが自分が自分らしく生きることのできる社会）の

実現を目指し、豊かな場の体現、実践をしながら、市民ととも認め合う文化が地域で醸成されることを目的

とする。 

 

成果として、今年度もコロナ禍の影響もあり制限される部分もあったが、限られた環境の中でどのような

手段を用いれば活動を実施できるか、対面での交流が制限された際の繋がり方としてオンラインを活用した

ワークショップの実施、短時間での活動の開催などスタッフが普段の活動の中で接する地域住民のニーズに

合った活動形態を模索し、実施することができた。3つの柱については以下の通りである。 

 

１、「東日本大震災の被災児童支援の継続」 について 

 

短時間の活動でも対面で子どもたちや地域とつながり続

けられる居場所づくりを心がけ実施した。コロナ禍におい

て人との交流が制限される中で、自然体験活動やのびのび

と遊ぶ姿を見ることができた。地域の大人が活動や子ども

達を気にかける様子や、農園などの道具の修復などに意欲

的に参加するなど、地域で作る居場所も継続している。 

 
2、「子どもを見守るコミュニティ作り」について 

 

釜、大街道地区を中心ににじいろひろばとにじいろ農園、

近隣の復興住宅との連携により、これまで以上に多世代、

多属性の人々が集まる豊かな場づくりを実践できた。ま

た、対面による短時間のイベント開催での交流を継続した

ことで、地域の大人が活動や子ども達を気にかける様子

や、農園などの道具の修復などに意欲的に参加するなど、

地域で作る居場所が生まれはじめた。また、オンラインに

よるワークショップを定期的に開催したことで石巻市内

外の子育て世代とのつながりも継続できた。 

 

3、「子どもの健全育成に関する講座、ワークショップ・ネ

ットワーク作りの企画・実施・運営およびそれらへの参

加・協力」について 

 

昨年度より実施している日常的に体罰をなくし、親子がよ

り良い関係を作るための子育てプログラムであるポジテ

ィブディシプリン講座において、過去の受講者が託児や自

団体の活動に参加し新たなネットワークが構築された。ま

た、お絵描き教室事業では子どもたちの創作活動だけでな

く、保護者の子育ての不安を受け止めるつながりが深まり

つつある。 

 

 

 

 

 

 

 



  

２ 事業に関する事項     令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日 

（１） 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 事業回数 
事業予定 

場所 

従事

者の

人数 

受益対象者の範囲 

及び人数 

東日本大震災の被

災児童支援の継続 

【主な活動】 

・子どもの見守り活動、自然体験 

【使用助成金・補助金】 

・石巻市移動型プレーパーク支援

事業補助金 

・子どもゆめ基金 

・子どもサポート基金（3割） 

76 回 

にじいろ農園 

築山公園 

2 ヵ所 

5 名 

主として 0歳～18歳未

満の児童およびその保

護者・近隣住民： 

子ども：のべ 842名 

大人：のべ 286 名 

ボランティア：のべ 17

名 

  
【活動報告】 

活動の中で、体を動かす遊び以外にも、農園での野菜の栽培・収穫、火おこし、焼きいも作り、

アートイベントの開催などを実施し、乳幼児親子から小学生や地域住民、復興住宅に住まう高

齢者世帯の方々まで多くの方が立ち寄りやすい環境をつくることができた。雨天時や冬期は、

たき火活動を中心にプレーパークをにじいろひろばを利用し活動を実施した。また、町内会の

役員、地域住民とは定期的にやりとりを行い、地域での子どもの様子や町内会の状況などにつ

いて情報収集や、相談を受けるなどの関わりを継続することができた 

子どもを見守る 

コミュニティ作り 

【主な活動】 

居場所作り・ 遊び場作り（にじ

いろクレヨン活動、にじいろ農園

活動） 

【使用助成金・補助金】 

・子どもサポート基金（7割） 

・赤い羽根共同募金 

・JKA 

・心の復興事業  

331回 
にじいろひろば        

にじいろ農園  
7 名 

主として 0歳～18歳未

満の児童およびその保

護者・近隣住民： 

子ども：のべ 2,4 30 名 

大人：のべ 1,414名 

ボランティア：のべ 36

名 

【活動報告】 
にじいろひろば（屋内）・にじいろ農園（屋外）での活動の連携により、多世代で関わることの出来るコ

ミュニティ作りの場が生まれた。また、顔見知りになったことで普段からにじいろひろばを利用する親

子や活動参加者の小学生も気軽に復興住宅集会所に足を運ぶ機会を持つようになり、関係性を深めるこ

とができた。活動後半期はオンラインを活用したアートワークショップ開催にもチャレンジし、外出を

制限している親子や、県外へ移住したにじいろひろば利用者の参加もみられ、安心できる時間を広く提

供出来たことで孤立の防止につながった。 
 

子どもを見守る 

コミュニティ作り 

【子育て支援拠点】 

「にじいろひろば」活動 

 

156回 1 ヵ所 4 名 

概ね 3歳未満の児童お

よびその保護者： 

子ども：のべ 1,095名 

大人：のべ 1,060名 

【活動報告】 

参加組数の制限や、食を通しての活動が行ないづらい状況ではあったが、イベントの企画準備

段階からひろば利用親子と地域住民に出来る範囲で参加できる機会を作ることができた。これ

までスタッフが声をかけていた初めての利用者にも他の参加者が声をかけるなど、普段の生活

の中では接点の少ない多世代間交流、コミュニティ作りへの意識が自然にうまれていた。 

子どもの健全育成

に関する講座・ワー

クショップ・ネット

ワーク作りの企

画・実施・運営およ

びそれらへの参

 

【お絵描き教室】 

お絵描き教室「ゴコッカン」 

・子ども教室（1ヶ所） 

・大人教室（3ヶ所） 

・出張保育園教室（4ヶ所） 

121回 12 ヵ所 4 名 

子ども会員及びその保

護者・近隣住民・ボラ

ンティア会員： 

子ども：560 名 

大人：176名 

ボランティア：70名  



  

加・協力 ・出張ワークショップ 

【活動報告】 

コロナ禍でも子どもたち自身が自分らしく過ごすことのできる場の維持に努めることができ

た。「ゴコッカン」事業では、卒業した中学生のボランティア参加や、SNSを活用すること

で保護者との子育てに関する悩みなどについても深く受け取ることのできる関係性が生

まれた。また大人教室でも安心して絵画のできる環境のもと実施することができた。 

子どもの健全育成

に関する講座・ワー

クショップ・ネット

ワーク作りの企

画・実施・運営およ

びそれらへの参

加・協力 

【講演会】 4 回 

県内 

1 カ所 

県外（オンライ

ン） 

3 カ所 

2 名 

子ども会員及びその保

護者・近隣住民・ボラ

ンティア会員：のべ 510

名 

【活動報告】 

参加者の声より、震災から１０年間の活動と震災直後の子どもたちの様子やその対応への

取り組みに対しての両面の社会的ニーズを感じることができた。 
 

子どもの健全育成

に関する講座・ワー

クショップ・ネット

ワーク作りの企

画・実施・運営およ

びそれらへの参

加・協力 

【研修会】 12 回 
にじいろひろば 

釜会館 

2カ所 
16 名 

子ども会員及びその保

護者・近隣住民・ボラ

ンティア会員：のべ 128

名 

【活動報告】 

月に 1度、スタッフが集まり活動方針や、コミュニケーションを深めるなど、安心して働くこ

とのできる環境づくりを行なった。スタッフそれぞれの意見を出し合う場としたことや、月ご

との議題をスタッフで話し合い、グループごとに計画を練って実施を進めた。また、ボランテ

ィアや地域の参加を意識的に計画したことで普段関わるボランティアなどとの地域や子ども

に関わる想いにふれる機会となった。  

子どもの健全育成

に関する講座・ワー

クショップ・ネット

ワーク作りの企

画・実施・運営およ

びそれらへの参

加・協力 

【協働・連携事業】 
・NPO法人子どもにやさしい 

まちづくり 

・石の会 

13 回 1 ヶ所 10 名 

主として 0歳～18歳未

満の児童およびその保

護者・近隣住民：のべ

300名 

【活動報告】 

成果 NPO法人子どもにやさしいまちづくりと連携して、市議会議員立候補者へ子ども子

育てにやさしい石巻市議会議員を選ぼうプロジェクトに参加した。 
また、石の会では月一回の定例会議に参加。遊び場作り居場所作りの情報交換、ネットワーク

構築の継続。 

子どもの健全育成

に関する講座・ワー

クショップ・ネット

ワーク作りの企

画・実施・運営およ

びそれらへの参

加・協力 

【主な活動】 

ポジティブ・ディシプリン講座 

【使用助成金・補助金】 

・ドコモ市民活動団体助成事業 

・ポジティブ・ディシプリン 

コミュ二ティ 

10 回 

（1講座

9 回×1、

2 時間版

1 回） 

釜会館 

1 ヶ所 
6 名 

主として 0歳～18歳未

満の児童の養育者・児

童・近隣住民・ボラン

ティア会員： 

大人：のべ 89名 

子ども：のべ 76名 

ボランティア：のべ 74

名 



  

【活動報告】 

受講者全員が、事後アンケートにおいて本プログラムを他の養育者に進めたいと回答。子ども

の発達や考え方感じ方を理解することで、自己効力感が向上し、子どもの視点に寄り添い、罰

を用いない子育ての実践への自信に繋がった。また講座参加者の交流と相互保育の場として託

児会場を開放し、つながりが継続できる取組を行った。養育者同士が子育ての不安について安

心して話せる大切さを感じ、支援の循環を生み出すきっかけを作ることができた。 

その他、この法人の

目的を達成するた

めに必要な事業 
今年度実施なし ― ― ― ― 

 

 

（3）地域社会や他団体との連携について  
石巻市福祉部子育て支援課、石巻市社会福祉協議会、石巻市立釜小学校、石巻市蛇田小学校、石巻市青葉中

学校、石巻市蛇田中学校、NPO法人こども∞感ぱにー、NPO 法人ベビースマイル石巻、NPO 法人 TEDIC、NPO 

法人こどもにやさしいまちづくり、石の会、石巻市こどもセンターらいつ、認定特定非営利活動法人冒険あ

そび場-せんだい・みやぎネットワーク、認定特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる、石巻専修大学など 

 


